
　2000 年噴火では地下に潜り込んだマグマが地表を押し上げ、最大で
70m 以上隆起しました。西山山麓の火口の一部では、噴火から 10 年が経
過しようとする現在でも、水蒸気をあげている場所があり、それらの火口
をつなぐように、散策路が整備されて地元の人や観光客に 2000 年噴火の
様子を伝えています。また、2000 年の火口群周辺は噴火直後の生態系を
観察するのに適した場所でもあります。現在は裸地から多年生植物への回
復過程にあり、火山噴火跡地特有のオオイタドリなどが多く見られます。

　2000 年の噴火で開いた火口群の中
にあった菓子工場の建物はすぐ横から
始まった噴火に伴う噴石によって無数の
穴が開き、床下に断層が通ったため形は
ゆがめられました。現在もそのまま何も
手を加えられずに、その場所に保存され
ており、西山山麓火口散策路で見学する
ことができます。

     3 月 31 日、西山西麓で噴火が始まり、
爆発を繰り返して地下の岩盤を壊しては
噴石が弾道飛行して西側の狭い範囲に落
下しました。地表に落下した噴石は土煙
をあげ、岩石の破片が飛び散りました。
火口から 600ｍ離れたとうやこ幼稚園は
ちょうど噴石が集中的に落下した方角に
あったため、噴石の直撃を受けて建物に
は大きな穴が開き、園庭にも多数の噴石
が散らばりました。

　秋のジオパークの全国大会
を控え、火山と共生する洞爺
湖有珠山地域を再認識しよう
と、５月８日、「西山山麓火
口群・金比羅山ガイドウォー
ク」（洞爺湖ビジターセン
ター・火山科学館主催）が開
かれました。
　雑草や下草の少ない時期で
なければみることが難しい断
層など、噴火から 11 年経過
した有珠山の痕跡を改めて観
察しました。
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